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清
輔
本
古
今
和
歌
集
内
裏
切
の

一
分
類

―

顕
昭
注
と
基
俊
本
校
合
を
持

つ
内
裏
切

は
じ
め
に

清
輔
本
古
今
和
歌
集
の
断
簡
に
、
内
裏
切
と
い
う
名
物
切
が
あ
る
。
内

裏
切
と
い
う
呼
び
名
は
、
内
裏
に
伝
存
し
て
い
た
為
と
す
る
説
も
あ
る
が
、

久
曽
神
昇
氏
の

「保
元
二
年
本

（清
輔
本
の
一
本
。
筆
者
記
）
の
識
語
の

初
に

『
従
坊
御
時
召
篭
内
裏
』
云
々
と
あ
る
に
よ
っ
て
の
命
名
と
考
へ
ら

れ
る
」

（注

一
）
と
の
説
も
あ
り
、
定
か
で
は
な
い
。

内
裏
切
に
つ
い
て
は
、
以
前
山
岸
徳
平
氏
が
、
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
保

元
二
年
本

（
以
後
前
田
本
と
呼
ぶ
。
）
の
欠
脱
部
分
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ

た
こ
と
が
あ
る

（注
二
）
。
し
か
し
、

『古
筆
手
鑑
大
成
』
の
解
説
に
指

摘
が
あ
る
よ
う
に
、
前
田
本
の
欠
脱
部
分
以
上
の
断
簡
が
残
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
説
は
当
た
っ
て
お
ら
ず
、

「
内
裏
切
は
、
幾
種
類
か
あ
る
と
考

え
る
」

（同
解
説
）
べ
き
で
あ
る

（注
三
）
。
前
日
本
の
欠
脱
部
分
と
認

定
で
き
る
の
は
、
私
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
た
内
裏
切
の
中
で
は
、

『

昭
和
新
修
日
本
古
筆
名
葉
集
』

（注
四
）
の
切
の
み
な
の
で
あ
る
。

ま
た
久
曽
神
氏
は
、

「
古
筆
家
が
内
裏
切
と
総
し
て
あ
る
断
簡
が
、
清

田

島

智

子

輔
真
筆
で
あ
ら
う
。
」
と
し
て
縦
二
三

ｏ
六
糎
、
横

一
五

・
八
糎
、　
一
面

七
行
、
和
歌
二
行
書
の
切
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
写
真
を
載
せ
て
お

ら
れ
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
切
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
．
更
に
、

「
な

ほ
鎌
倉
中
期
以
後
の
断
簡
で
、
内
裏
切
と
伝
総
し
て
あ
る
も
の
も
二
三
種

存
す
る
が
、
何
れ
も
保
元
二
年
本
の
や
う
で
あ
る
。
」

（
注
五
）
と
も
述

べ
て
お
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
も
久
曽
神
氏
の
考
え
て
お
ら
れ
る

切
は
、
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
内
裏
切
は
、
幾
種
類
も
あ
る
こ
と
が
混
乱
を
引
き
起
こ
し
、

先
の
二
氏
以
来
詳
し
い
研
究
が
為
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

古
筆
家
に
よ
っ
て
内
裏
切
と
は
呼
ば
れ
て
は
い
な
い
が
、
清
輔
本
古
今
和

歌
集
で
あ
る
断
簡
も
数
多
く
残
っ
て
い
る
の
で
、
事
態
は
更
に
複
雑
に
な

っ
て
こ
よ
う
。
し
か
し
内
裏
切

（
以
後
本
稿
で
は
、
清
輔
本
古
今
和
歌
集

の
断
簡
も
含
め
て
内
裏
切
と
呼
び
、
古
筆
家
に
よ
っ
て
内
裏
切
と
呼
ば
れ

て
い
な
い
断
簡
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
は
、
必
要
の
あ
る
時
の
み

に
す
る
。
）
に
は
、
久
曽
神
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
清
輔
真
筆
の
古
今
和

歌
集
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
う
で
な
く
て
も
清
輔
本
古
今
和
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歌
集
の
諸
本
研
究
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
、

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
の
は
研
究
上
の
損
失
と
言
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、

こ
の
混
乱
し
た
状
態
の
中
か
ら
せ
め
て

一
グ
ル
ー
プ
を
分
類
し
、
内
裏
切

研
究
の
糸
口
と
し
た
い
。

一
、
顕
昭
注
と
の
関
わ
り

内
裏
切
は
管
見
に
及
ん
だ
だ
け
で
も
、
二
十
数
枚
の
存
在
が
確
認
で
き

る
。
そ
の
中
で
、
私
が
今
問
題
に
し
よ
う
と
思
う
の
は
次
の
八
枚
で
あ
る
。

（注
六
）

巻

一　
春
上
　
一
一
（下
旬
）
―
五

（
上
旬
）

【布
留
鏡
】

巻
四
　
秋
上
　
一
六
九
―

一
七
〇

（
詞
書
）

【
蓬
左
】

巻
八
　
離
別
　
一二
ハ
五
―
三
六
七

（上
旬
）
　

【見
ぬ
世
の
友
】

巻
十

一　
恋

一　
四
八
七

（
下
句
）
―
四
八
九
、　
一
一
〇
六
、
四
九
〇

【
徳
川
黎
明
會
所
蔵

・
藁
叢
】

巻
十
四
　
恋
四
　
ユハ
九
六

（
下
旬
）
を
六
九
九

（上
旬
）
　

【藁
叢
】

巻
十
六
　
一展
傷
　
八
三
二
―
八
三
二
　

【
藻
鏡
】

″
　
　
″
　
　
八
五
八

（歌
）
―
八
五
九

（
詞
書
）
　

【
鳳
鳳
菫
】

巻
十
八
　
雑
下
　
丸
五
〇

（
下
旬
）
―
九
五
四
　

【藻
塩
草
】

こ
れ
ら
の
切
に
共
通
す
る
特
色
は
、
ま
ず
そ
の
注
に
あ
る
。
そ
の
他
の

内
裏
切
の
注
は
、
現
存
の
清
輔
本
諸
本
と
だ
い
た
い
一
致
す
る
の
だ
が
、

い
ま
挙
げ
た
八
枚
の
切
は
そ
れ
以
上
の
注
を
持
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
内
裏
切
の
位
置
づ
け
を
す
る
た
め
に
、
清
輔
本
の
諸
本
に
つ

い
て
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
清
輔
は
幾
度
も
書
写
し
た
よ
う

で
あ
り
、
今
日
知
ら
れ
て
い
る
清
輔
本
に
は
、

一
、
片
仮
名
本

（寛
親
本

◆
天
理
本
）

二
、
永
治
二
年
本

（
家
長
本
）

三
、
仁
平
四
年
本

（散
逸
か
）

四
、
保
元
二
年
本

（
前
田
本

◆
穂
久
迩
本
）

五
、
顕
昭
本

（
天
理
本

ｏ
伏
見
本
〉

な
ど
が
あ
る
。
注
が
順
次
増
加
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と

こ
ろ
ほ
ぼ
こ
の
順
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
主
に

久
曽
神
氏
の

『古
今
和
歌
集
成
立
論
』
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
簡

単
な
説
明
を
加
え
て
お
く
。

一
、
片
仮
名
本

（識
語
は
永
治
二
年
本
の
と
全
く

一
致
し
て
お
り
、
欄
外

注
記
を
比
較
す
る
に
、
そ
の
前
稿
本
と
知
ら
れ
る
。
）

寛
親
本

¨
片
仮
名
本
の
最
古
写
本
で
あ
る
賀
茂
季
鷹
所
持
本
を
、

天
保
二
年
に
榎
本
寛
親
が
虫
食
い
ま
で
忠
実
に
書
写
し

た
も
の
。
下
帖
の
み
。
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
。

天
理
本

¨
下
帖
の
み
。

二
、
永
治
二
年
本

（永
治
二
年
に
清
輔
が
書
写
し
た
も
の
。
）

家
長
本

¨
建
仁
元
年
に
源
家
長
が
転
写
し
た
も
の
。
注
記
は
片
仮

名
本
よ
り
も
著
し
く
多
く
な
っ
て
い
る
。
複
製

　

『宮

本
長
則
氏
蔵
清
輔
本
古
今
和
歌
集
』
　

複
刻
日
本
古
典

文
学
館
所
収
．

三
、
仁
平
四
年
本

（毘
沙
門
堂
古
今
集
註
に
引
用
さ
れ
て
い
る
識
語
な
ど
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か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
、
現
存
せ
ず
。
）

四
、
保
元
二
年
本

（
保
元
二
年
に
清
輔
が
書
写
し
た
も
の
。
）

前
田
本

¨
元
弘
以
前
の
古
写
本
。
清
輔
真
筆
と
す
る
説
も
あ
る
が
、

種
々
の
点
か
ら
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
清
輔
本
を
代
表

し
て
い
る
。
五
箇
所
欠
脱
が
あ
る
。
複
製
　
尊
経
閣
叢

刊
所
収
　
昭
和
三
年
．

穂
久
迩
本

¨
上
巻
の
み
。
鎌
倉
中
期
ま
た
は
後
期
書
写
。
前
日
本

よ
り
も
保
元
二
年
本
の
原
形
を
伝
え
る
。
翻
刻

「家

長
本
清
輔
古
今
和
歌
集
」

（
実
践
女
子
大
紀
要
第

五

・
六
集
　
昭
和
三
十
二
・
四
年
　
山
岸
徳
平
氏
）

五
、
顕
昭
本

（
保
元
二
年
本
に
顕
昭
が
加
注
校
定
し
た
も
の
。
）

天
理
本

”
伝
家
隆
筆
。
前
田
本
と
同
系
統
．

伏
見
本

”
片
仮
名
本
。
識
語
に
よ
っ
て
顕
昭
の
真
蹟
本
と
伝
総
さ

れ
て
い
る
が
、
認
め
が
た
い
。
複
製

　

『伏
見
宮
旧
蔵

古
今
和
歌
集
』
宮
内
庁
書
陵
部
　
昭
和
三
十
六
年
．

こ
れ
ら
の
中
、
遺
憾
な
が
ら
天
理
本

（片
仮
名
本
）
を
調
査
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
．
だ
が

『複
製
　
伏
見
宮
旧
蔵
古
今
和
歌
集
　
宮
内
庁

書
陵
部
　
昭
和
三
十
六
年
』
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
片
仮
名
本
は
勘
注
が
少

な
い
の
だ
が
、
と
り
わ
け
天
理
本
の
勘
注
は
寛
親
本
に
比
べ
て
遥
か
に
少

な
い
そ
う
な
の
で
、
本
稿
に
は
さ
し
た
る
影
響
は
な
い
も
の
と
思
う
。

で
は
改
め
て
、
八
枚
の
切
の
共
通
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
、

『
布
留
鏡
』
の
切
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
本
切
は
、

・
或
本
タ
テ
イ
ツ
ル
／
ヤ
イ
ツ
コ
不
可
用
之

ｏ
此
后
為
五
節
／
舞
姫
云
々

ｏ
催
馬
楽
歌
也

ｏ
ハ
ル
カ
ケ
テ
ト
ハ
／
ハ
ル
ニ
ナ
リ
テ

〈
以
下
欠
〉

と
い
う
頭
注
と
、

ｏ
ウ
ク
ヒ
ス
ノ
コ
ホ
レ
ル
／
ナ
ミ
タ
ト
ハ
ト
リ
ノ
／
ナ
ク
ニ
ナ
ミ
タ

フ
ツ
ヘ
キ
／
ニ
ア
ラ
ネ
ト
ナ
ク
ト
イ
／
フ
ニ
ヨ
セ
テ
ヨ
メ
リ
雁
／

ノ
ナ
ミ
タ
ナ
ト
ヨ
メ
リ
／
タ
ト
ヒ
ナ
ミ
タ
ア
リ
ト
／
モ
コ
ホ
ラ
ム

コ
ト
イ
カ
ゝ
／
オ
ホ
ユ
レ
ト
冬
モ
シ
／
ハ
春
モ
雪
フ
リ
サ
ユ
／
ル

ニ
ハ
水
ノ
コ
ホ
ル
／
サ
ラ
ヒ
ニ
ヨ
セ
テ
ウ
／
ク
ヒ
ス
ノ
ナ
ミ

〈
以

下
欠
〉

と
い
う
脚
注
を
持
つ
。

「此
后
…
…
」
と

「
催
馬
楽
歌
也
」
の
注
は
、
前

日
本
を
始
め
と
す
る
諸
本
に
あ
り
、

「或
本
…
…
」
の
注
は
、
保
元
二
年

本
ま
で
は
ま
だ
な
い
が
、
顕
昭
の
加
注
校
定
が
加
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

伏
見
本
及
び
天
理
本

（顕
昭
本
）
に
は
あ
る
。
し
か
し
残
り
の
二
つ
の
注

は
、
私
が
見
た
か
ぎ
り
の
諸
本
に
見
ら
れ
な
い
。
実
は
こ
れ
ら
は
、

『顕

昭
古
今
集
註
』
又
は

『顕
註
密
勘
抄
』
に
あ
る
注
な
の
で
あ
る

（注
七
）
．

「
ハ
ル
カ
ケ
テ
ト
ハ
／
ハ
ル
ニ
ナ
リ
テ
」

『顕
昭
古
今
集
註
』

「梅
が
枝
に
」

（歌
番
号
五
）
の
注

〈
前
略
〉
ノ、‐
川
ョ
洲
引
洲
ム
メ
ガ
エ
ダ
ニ
鶯
ハ
ナ
ケ
ド
モ
、
ナ
ホ

冬
ノ
ヤ
ウ
ニ
雪
ハ
フ
ル
ト
ヨ
メ
ル
ナ
リ
．

『顕
註
密
勘
抄
』
同

春
例
潮
剰
劉
劉
『
コ
翻
ｑ
咽
切
梅
が
枝
に
鶯
は
な
け
ど
も
、
な
ほ
冬

の
様
に
雪
は
ふ
る
と
よ
め
る
也
。

〈
後
略
〉
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「
ウ
ク
ヒ
ス
ノ
…
…
」

『顕
昭
古
今
集
註
』

（該
当
注
な
し
）

『顕
註
密
勘
抄
』

「雪
の
う
ち
に
」

（歌
番
号
四
）
の
注

〈
前
略
〉
又
悩
ｄ
劇
翻
Ⅵ
酬
姻
Я
咽
ゴ
星
ｑ
咽
ｑ
可
瀾
潮
づ
べ
劃
日

謝
測
月
Ｂ
「
ヨ
「
劇
ｄ
ヨ
測
コ
測
冽
Ｕ
鋼
日
倒
也
１
劇
胴
ヨ
摺
ｇ
到
測
醐

引
「
劇
倒
Ｈ
糊
基
冽
硼
引
劇
副
「
引
ョ
¶
到
硼
割
洲
州
Ｕ
倒
劃
劇
¶
９
判

ｄ
劇
「
で
剣
ｄ
涙
を
こ
ほ
ら
せ
た
り
。

〈
後
略
〉

こ
の
よ
う
に
わ
ず
か
な
文
言
の
違
い
は
あ
る
が
、
だ
い
た
い
に
お
い
て

一
致
し
て
い
る
。
な
お
、

『顕
昭
古
今
集
註
』
と

『顕
註
密
勘
抄
』
の
両

方
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、

『顕
註
密
勘
抄
』
に
抄
出
さ
れ
て
い
る
顕
昭
の

注
が
現
存
の

『
顕
昭
古
今
集
註
』
と
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
、

『
顕
昭
古
今
集
註
』
と
は
ま
た
別
の
古
今
集
註
が
存
在
し
た
の
か
、

あ
る
い
は
定
家
が
独
自
に
本
文
を
抄
出
し
た
の
か
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、

両
方
を
参
照
し
て
お
く
。

た
だ
し
、
現
存
の
清
輔
本
諸
本
の
注
で
も
、

『顕
昭
古
今
集
註
』
や

『

顕
註
密
勘
抄
』
に
重
な
る
も
の
は
あ
る
。
試
し
に
清
輔
本
の
中
で
最
も
代

表
的
な
前
田
本
で
、

『顕
昭
古
今
集
註
』
及
び

『
顕
註
密
勘
抄
』
を
比
較

し
て
み
る
と
、
歌
注
だ
け
で
も
お
お
よ
そ
七
十
数
ヶ
所
が

一
致
す
る
。
し

か
し
、
今
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
内
裏
切
は
、
清
輔
本
の
他
諸
本
に

は
な
い
注
を
持
ち
、
し
か
も
そ
れ
が
顕
昭
注
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

同
様
に
、
他
本
に
な
い
注
を
挙
げ
、

『顕
昭
古
今
集
註
』
及
び

『
顕
註

密
勘
抄
註
』
と
対
応
さ
せ
て
み
よ
う
。

【
蓬
左
】

・
歌
番
号

一
六
九
の
頭
注

¨
メ
ニ
ハ
サ
ヤ
カ
ニ
ト
ハ
／
ロ
ニ
ア
サ
ヤ
カ

ニ
ト
／
イ
フ
或
ハ
メ
ニ
サ
タ
／
カ
ニ
ト
モ
イ
フ

『
顕
昭
古
今
集
註
』

（該
当
注
な
し
）

『
顕
註
密
勘
抄
』
目
日
園
目
剰
覇
測
コ
測
「

日‐
副
コ
釧
引
「
劇
倒
ｄ
ヨ

制
。
其
を
略
し
て
き
や
か
に
と
云
、
或
測
目
劉
劇
期
日
ｇ
コ
詞
日
、

…

・

【見
ぬ
世
の
友
】

・
歌
番
号
三
六
六
の
脚
注

¨
ス
ガ
ル
ナ
ク
ト
ハ
鹿
／
フ
イ
フ
ナ
リ
或
モ

ノ
／
ニ
ハ
ワ
カ
キ
シ
カ
ト
ソ
／
マ
ウ
シ
タ
ル
又
サ
ソ
／
リ
ト
イ
フ
虫

也
是
／
ス
カ
ル
ト
イ
フ
ト
万
／
葉
ニ
ミ
ヘ
タ
リ
ハ
ル
ナ
／
レ
ハ
ス
カ

ル
ナ
ル

（
マ
マ
。
筆
者
記
）
ノ
ゝ
ホ
ト
／
ト
キ
ス

（
以
下
数
字
分
不

読
）
『
顕
昭
古
今
集
註
』

（該
当
注
な
し
）

『
顕
註
密
勘
抄
』

引
洲
剰
日
酬
固
コ
劇
劃
「．

〈
中
略
〉
引
洲
劉
日

『̈
Ｊ
ヨ
０
９
「
『
ヽ
例
・

〈
中
略
〉
斑
「
劉
調
「
ヨ
絹
烈
咽
「
が

日
州
Л
烈
判
劇
訓
到
ほ
と
ノ
ヽ
い
も
に
あ
は
ず
き
に
け
り

〈
後
略
〉

【徳
川
黎
明
會
所
蔵

・
藁
叢
】

歌
番
号
四
八
七
の
頭
注

¨
チ
ハ
ヤ
フ
ル
カ
ミ
ト
ハ
／
フ
ル
キ
モ
ノ
ニ

神
ヲ
ハ
／
チ
ハ
ヤ
フ
ル
カ
ミ
ト
イ
ヘ
／
リ
ヒ
ト
ツ
ニ
ハ
神
ノ
具
二
／

欅
チ
ハ
ヤ
ト
イ
フ
モ
ノ
／
ア
リ
ソ
ノ
チ
ハ
ヤ
ヲ
キ
／
タ
ル
フ
チ
ハ
ヤ

フ
ル
ト
／
ソ
ソ
テ
フ
ル
ナ
ト
イ
フ
／
コ
ト
モ
裸
振
卜
云
／
也
或
ハ
千

磐
被
卜

（
「被
」
に
カ
フ
ル
の
振
り
仮
名
有
り
。
ま
た

「
破
歎
」
の
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注
記
あ
り
。
筆
者
記
）
／
イ
ヘ
リ
神
ノ
チ
カ
ラ
／
ツ
ヨ
ク
テ
チ
ゝ
ノ

イ
／
ハ
フ
ヤ
フ
ル
ト
イ
フ
／
コ
ゝ
ロ
ナ
リ
ユ
フ
タ
ス
／
キ
ト
ハ
木
綿

ヲ
機
二
／
ス
ル
フ
イ
フ
タ
ス
キ
／
ハ
ウ
チ
カ
ク
ル
モ
ノ
ナ
／
レ
ハ
カ

ク
ト
イ
フ
カ
／
ク
ト
ハ
コ
ゝ
ロ
ニ
カ
ク
／
ト
イ
フ
ナ
リ

『
顕
昭
古
今
集
註
』

〈
前
略
〉
又
順
和
名
ニ
ハ
、
剣
祀
具
ヨ
ハ
手
経

タ
ス
キ

（原
文
割
注
）
欅
同
ヲ
バ
不
人
．
而
衣
服
具
二
入
之
。

襴
調
′、―
「

（原
文
割
注
）
同
入
衣
服
不
入
祭
祀
具
也
。

〈
中
略
〉

サ
レ
バ
イ
カ
サ
マ
ニ
モ
、
刻
引
翻
「
Ｊ
劇
ョ
ョ
刊
凶
Ⅵ
ｏ

〈
後
略
〉

『
顕
註
密
勘
抄
』
劃
測
瑠
劃
劇
劇
測
「
厠
引
引
Ｎ
剣
劃
督
到
り
州
ｄ
ｕ

る
ぜ
日
「
割
剛
珊
曹
∃
ｇ
「
国
劇
ｄ
列
現
劇
淵
刊
Ｊ
劉
９
雪
¶
「
劃

ｄ
珊
Л
引
劃
「
Ｊ
副
¶
■
ｄ
到
日
硼
引
ミ
ズ
硼
翻
到
刊
Ч
∃
ヨ
は
「

国
硼
月
ヨ
翻
「
Ｊ
劇
盟
召
９
颯
ｄ
ｄ
矧
∃
尉
同
剤
覇
創
硼
引
到
ｄ
ヨ

０

タ
し
で
と
て
、
ゆ
ふ
に
四
手
を
も
懸
た
り
。
潤
¶
劃
測
「
側
覇
「

ｄ
冽
翻
躙
輛
輝
「
劇
「
Я
弧
ヨ
刊
矧
剌
州
淵
酬
日
劉
躙
珊
釦
錮
１
樹

司
洲
ぐ
劉
側
．

〈
後
略
〉

・
歌
番
号
四
八
九
の
脚
注

“
ス
ル
カ
ノ
ク
ニ
ゝ
タ
コ
／
ノ
ウ
ラ
ト
イ
フ

所
／
ニ
ハ
風
ツ
ネ
ニ
フ
キ
テ
／
ナ
ミ
シ
キ
リ
ニ
タ
ツ
／
ソ
レ
ニ
ワ
カ

コ
ヒ
フ
／
ヨ
セ
テ
タ
コ
ノ
ウ
ラ
／
サ
ミ
タ
ゝ
ヌ
ヒ
ハ
ア
／
レ
ト
モ
キ

ミ
フ
コ
ヒ
／
ヌ
ヒ
ハ
ナ
シ
ト
ヨ
ム

『
顕
昭
古
今
集
註
』

金
則
略
〉
例
ゴ
冽
引
ブ
′ヽ―
風
ジ
剌
ョ
ブ
割
引
瀾

引
ヨ
刻
矧
ｑ
ａ
川
ゴ
Ⅵ
Ц
■
到
Ⅵ
．

〈
後
略
〉

『
顕
註
密
勘
抄
』
馴
同
国
日
測
コ
洲
溜
洲
「
副
響
日
綱
躙
∃
コ
コ
赳
刻

硼―ゝ
測
日
洲
濶
列
瑚
「
Ｊ
∃
劉
劇
¶
倒
馴
「
Ч
引
劇
列
う
刊
。

〈
後
略
〉

◆
歌
番
号
四
九
〇
の
脚
注

”
ユ
フ
ツ
ク
ヨ
ト
ハ
ュ
フ
／
月
夜
ナ
リ
ユ
フ

ヘ
ニ
／
ニ
シ
ノ
山
ヘ
ニ
ミ
エ
テ
／
ト
ク
イ
ツ
ル
月
ナ
リ
／
ユ
フ
ヘ
ノ

月

（
一
字
不
読
）
／
ヲ
カ
辺

（以
下
数
字
分
不
読
）

『
顕
昭
古
今
集
註
』

〈
前
略
〉
引
刻
迦
ノ
マ
ツ
ト
イ
ハ
ム
ト
テ
、
ユ

フ
ツ
ク
ヨ
サ
ス
フ
カ
ト
ツ
ゞ
ク
ナ
リ
．

〈
後
略
〉

『
顕
註
密
勘
抄
』
覇
ぶ
う
刷
劉
劉
割
Ч
Ｊ
９
倒
刻
側
倒
ｏ
上
旬
の
月
也
。

暮
測
調
冽
淵
劇
謝
「
嘲
型
「
司
ぐ
奥
司
硼
「
悧
Ｕ
¶
ゴ
劉
鋼
司
「
剤

洲
Ｎ
の
松
と
い
は
ん
と
て
、

〈
後
略
〉

【
藁
叢
】

◆
歌
番
号
六
九
四
の
脚
注

¨
〈
以
上
欠
〉
ハ
レ
ル
ヨ
リ
花
サ
ク
／
ニ
モ

ト
ア
ラ
ト
ハ
フ
ル
／
キ
エ
タ
ヨ
リ
ハ
木
ハ
／
キ
ト
テ
コ
ハ
ん
ヽ
シ
キ

／
也
ソ
レ
フ
モ
ト
ア
／
ラ
キ
萩
卜
云
其
／
中
ニ
モ
大
ナ
ル
チ
イ
／
サ

キ
ア
レ
ハ
其
ノ
チ
／
イ
サ
キ
ヲ
モ
ト
ア
／
ラ
ノ
コ
ハ
キ
ト
ハ
ヨ
メ
／

リ
モ
ト
ア
ラ
ノ
サ
／
ク
ラ
ト
云
コ
ト
ア
／
り
櫻
ハ
他
木
ヨ
リ
／
ハ
モ

ト
ア
ラ
シ
ト
云
／
ナ
ラ
ヒ
タ
リ

『顕
昭
古
今
集
註
』
モ
ト
ア
ラ
ノ
コ
ハ
ギ
ト
ハ
、
萩
ノ
枝
ノ
モ
ト
ア

ラ
キ
フ
云
也
。
オ
ホ
ク
マ
ウ
ス
、
ソ
レ
ガ
中
ニ
モ
チ
ヒ
サ
キ
ガ

ア
ル
ナ
リ
。

〈
後
略
〉

『
顕
註
密
勘
抄
』
も
と
あ
ら
の
小
は
ぎ
と
は
、
萩
の
古
え
を
ば
春
や

き
て
こ
と
し
の
若
枝
の
お
ひ
か
は
測
劉
測
引
稲
硼
測
劇
１
倒
ど
Ｊ
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国
川
Ⅵ
Ч
ョ
Ч
Ｊ
∃
剰
園
ョ
硼
訓
∃
「
Ｊ
慟
錮
調
劉
側
調

劉
劇
翻
ョ
劉
矧
「
∃
困
ぶ
剖
日
劇
劃
剛
劇
凝
朝
「
測
コ
硼

倒
劇
剣
釧
劉
劇
ヨ
冽
劇
日
ヨ
割
劃
例
Ｊ
引
Ｎ
淵
相
棚
剰
測

引
ロ
ボ

（
マ
マ
．
筆
者
記
）
冽
引
ｕ
ｄ
劇
ひ
習
潤
引
。

◆
歌
番
号
六
九
五
の
頭
注

”
ヤ
マ
ト
ナ
テ
シ
ヨ
ハ
／
野
ナ
ト
ニ
フ
イ
タ

ル
／
サ
テ
シ
ヨ
ノ
紅
梅
色
／
ニ
テ
花
ノ
サ
ワ
ゝ
ケ
／
タ
ル
様
ニ
テ
常

ノ
／
唐
ナ
テ
シ
ヨ
ニ
ス
コ
シ
／
タ
カ
ヒ
タ
ル
ナ
リ
／
唐
ナ
テ
シ
ヨ
ハ

紅
／
ノ
コ
キ
ウ
ス
キ
ス
ワ
／
ウ
ノ
コ
キ
ウ
ス
キ
自
／
色
ナ
ト
ミ
シ
リ

テ
ウ
／
ツ
ク
シ
ク
サ
ク
又
ヤ
マ
／
ト
ナ
テ
シ
ヨ
フ
イ
ミ
シ
／

（
一
字

分
空
自
。
筆
者
記
）
申
人
モ
ア
リ
鐘
愛
／
勝
衆
草
故
日
撫
／
子
云
々

草
ノ
中
二
殊
／
ニ
イ
ト
フ
モ
キ
事
／
ア
レ
ハ
ナ
ツ
ル
コ
ト
／
フ
人
ノ

子
フ
思
フ

〈
以
下
欠
〉

『顕
昭
古
今
集
註
』

〈
前
略
〉
鍾
劃
扁
硼
習
「
覇
田
劉
期
「
劃
ヨ
剣
１

切
Ｊ
Ｎ
覇
謝
刊
轡
洲
■
コ
「
到
到
引
釧
「
人‐
９
ヨ
劇
ゴ
刊
ヨ
「
副
封

引
引
．

〈
中
略
〉
剤
●
劇
引
引
ジ
劃
「
釧
劃
ヨ
引
珊
И
刊
州
劇
稲

列
朝
剖
釧
側
翻
４
引
Ⅶ
■
劇
¶
Ｈ
引
引
馴
「
測
「
覇
■
４
劉
冽
列
列

●

『顕
註
密
勘
抄
』

（該
当
注
な
し
）

・
歌
番
号
六
九
九
の
脚
注

“
ミ
ヨ
シ
野
ノ
フ
ホ
川
／
ノ
ヘ
ト
ハ
吉
野
川

ハ
／
大
ナ
レ
ハ
大
河
ノ
ヘ
ト

〈
以
下
欠
〉

『顕
昭
古
今
集
註
』
ョ
劃
ジ
引
Ч
刻
剰
引
剰
矧
■
Ⅵ
Ⅲ
剣
Л
コ
劉
川
冽

】哨
Ｊ
「
コ
矧
Л
基
測
倒
・

〈
後
略
〉

『顕
註
密
勘
抄
』
ヨ
習
∃
ｄ
側
輛
洲
■
月
測
「
コ
副
刊
引
劉
釧
「
ぼ
剖

潤
測
翻
「
コ
斜
州
Ч
バ
ｄ
よ
め
る
也
。

〈
後
略
〉

【
藻
鏡
】

・
歌
番
号
八
三
二
の
頭
注

¨
ネ
テ
モ
ミ
ユ
ト
ハ
ウ
ル
／
ハ
シ
キ
ネ
イ
リ

テ
／
ミ
ル
夢
也
不
寝
テ
／
ミ
エ
ケ
リ
ト
ハ
ウ
ツ
ゝ
也

『
顕
昭
古
今
集
註
』

観
瓢
ョ
コ
Ｎ
劇
目
副
劃
「
引
轡
璃
И
ヨ
劉
刊
Ｈ

●

『顕
註
密
勘
抄
』
　
制
「
ｄ
冽
ゆ
日
副
司
刻
瀾
樹
劃
到
層
矧
Ｊ
引
口
ｕ

●

【
鳳
凰
菫
】

・
歌
番
号
八
五
八
の
頭
注

“
コ
エ
ヲ
タ
ニ
キ
カ
テ
／
ワ
カ
ル
ゝ
タ
マ
ト

ハ
我
／
タ
マ
シ
ヒ
ナ
リ
タ
マ
シ
／
ヒ
フ
タ
マ
ト
ヨ
ム
ナ
リ
／
人
タ
マ

フ
タ
マ
ト
モ
ヨ
／
ム
ナ
リ
タ
マ
シ
ヒ
ノ
出
／
故
也

『
顕
昭
古
今
集
註
』
　

到
ヨ
引
引
ヨ
ヨ
引
馴
馴
引
綱
「
剛
「
副
側
側

●

『顕
註
密
勘
抄
』
　
ヨ
ロ
ば
洒
測
ｕ
Ｊ
剰
「

人‐
洲
劃
留
側
鋼
利
ョ
ｄ
測

矧

ｏ

【
藻
塩
草
】

・
歌
番
号
九
五
〇
の
頭
注

¨
カ
ク
レ
ヰ
ル
所
フ
／
云
ナ
リ

『
顕
昭
古
今
集
註
』
　

吉
野
ハ
深
山
ナ
レ
バ
、
世
フ
道
テ
刻
例
И
釧

到
卜
云
也
。

『
顕
註
密
勘
抄
』
　

〈
前
略
〉
世
を
の
が
れ
て
洲
劇
測
洲
司
と
云
也
。

・
歌
番
号
九
五
四
の
頭
注

¨
ウ
ケ
ク
ニ
ア
キ
ス
ト
／
ハ
ウ
キ
ニ
ア
キ
ス

／
卜
云
サ
ム
キ
ヲ
ハ
／
サ
ム
ケ
ク
ト
云
力
如
也
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『
顕
昭
古
今
集
註
』
　

教
長
卿
云
、
引
引
引
Ｎ
＝
■
コ
剤
■
刊
到
川
洲

明
１
切
封
引
例
洲
Ｎ
冽
Ｎ
川
刻
ゴ
Ｎ
ジ
．

〈
後
略
〉

『
顕
註
密
勘
抄
』

世
引
ｑ
到
引
ｄ
測
月
湖
「
劃
月
ｕ
烈
∃
倒
司
ヨ
詞

側
．

〈
後
略
〉

『見
ぬ
世
の
友
』
の
三
六
六
の
脚
注
と

『藁
叢
』
の
六
九
五
の
頭
注
と

『藻
塩
草
』
の
九
五
〇
の
頭
注
を
除
い
て
は
、
文
言
ま
で
ほ
ぼ

一
致
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
う
で
な
い
も
の
も
、
内
容
は
だ
い
た
い

一
致
し
て

い
る
。
注
の
本
文
が
、

『顕
昭
古
今
集
註
』
と

『
顕
註
密
勘
抄
』
の
ど
ち

ら
に
近
い
か
を
見
て
み
る
と
、
四
八
七
、
四
八
九
、
四
九
〇
、
六
九
四
、

六
九
九
、
八
三
二
の
注
は

『顕
註
密
勘
抄
』
、
八
五
八
、
九
五
四
は

『顕

昭
古
今
集
註
』
と
い
う
よ
う
に
両
方
の
場
合
が
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い
。
逆
に
、

『顕
昭
古
今
集
註
』

『
顕
註
密
勘
抄
』
と
は
ま
た
別

の
古
今
集
註
の
存
在
を
推
定
さ
せ
る
資
料
と
な
ろ
う
。

で
は
肝
心
の
古
今
集
本
文
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

『古
今
集
校
本
』

（

注
八
）
で
異
同
を
調
べ
て
み
る
。
初
め
に
示
し
て
い
る
の
が
切
の
本
文
で

あ
る
。『布
留
鏡
』
　

異
同
な
し

『蓬
左
』
　

一
七
〇
詞
書

「
せ
う
え
う
」
…
…
元
永
本
同

他
本

「
か
は
せ
う
え
う
」

『見
ぬ
世
の
友
』
　

部
立
名

「別
歌
」
…
…
…
独
自
異
文

定
家
本

「離
別
歌
」

清
輔
本

「別
離
歌
」

『徳
川
黎
明
會
所
蔵

・
藁
叢
』
　

四
八
九
歌
の
次
に
墨
滅
歌

一
一
〇
六

伝
後
醍
醐
天
皇
良
筆
志
香
須
賀
本
同

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
蔵
黒
川
本
四
九

一
の
次

『藁
叢
』

エハ
九
七
歌
作
者
名

「き
の
つ
ら
ゆ
き
」
…
…
…
…

伝
後
鳥
羽
天
皇
展
筆
本

ｏ
寂
恵
使

用
俊
成
本

ｏ
建
久
二
年
俊
成
本
同

他
本

「
つ
ら
ゆ
き
」

六
九
七
歌

「
あ
ら
す
」

独
自
異
文

他
本

「
あ
ら
ぬ
」

『藻
鏡
』
　

八
三
二
詞
書

「朝
臣
み
ま
か
り
に
け
る
」

元
永
本

・
志
香
須
賀
文
庫
本
同

他
本

「朝
臣
の
み
ま
か
り
に
け
る
」

同

　
　
　
「
と
し
」

独
自
異
文

他
本

「
と
き
」

八
三
二
歌

「う
つ
せ
み
の
み
そ
」

（
「
み
」
の
横
に
片
仮

名
で
小
さ
く

「
ヨ
」
）

独
自
異
文

他
本

「
よ
」

『鳳
凰
壼
』
八
五
九
詞
書

「
わ
つ
ら
ひ
て
」
…
独
自
異
文

他
本

「
わ
つ
ら
ひ
」

同
　
　
　
「
も
と
へ
」
…
…
伝
後
鳥
羽
天
皇
展
筆
本
同

他
本

「
も
と
に
」

『藻
塩
草
』
九
五

一
歌

「ふ
み
な
ら
し
み
む
」
清
輔
本
等
同

定
家
本

「ふ
み
な
ら
し
て
む
」
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九
五
二
歌

「す
ま
は
か
も
」
静
嘉
堂
寛
親
本

ｅ
高
野
切

・

伝
後
鳥
羽
天
皇
寝
筆
本
等
同

他
本

「
す
ま
は
か
は
」

同

「
き
こ
え
き
る
へ
き
」
六
条
家
本

・
伝
後
鳥
羽
天
皇

寝
筆
本

。
静
嘉
堂
寛
親
本
同

他
本

「き
こ
え
こ
さ
ら
む
」

九
五
四
歌

「
こ
し
は
」

独
自
異
文

他
本

「
こ
の
は
」

先
ず
、
独
自
異
文
が
多
い
こ
と
に
気
付
か
れ
る
だ
ろ
う
。
全
部
で
六
箇

所
も
あ
る
。　
フ
」
し
は
」
の
よ
う
な
明
か
な
誤
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
察
す

る
に
、
こ
の
切
の
筆
者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は

ど
大
き
な
異
同
が
な
い
の
で
、
本
文
か
ら
こ
の
切
の
系
統
を
言
う
こ
と
は

難
し
い
が
、
お
お
む
ね
清
輔
本
系
の
本
文
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
伝
後
鳥

羽
天
皇
展
筆
本
と
の
一
致
が
多
い
の
は
注
意
さ
れ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
異

同
か
ら
推
測
す
る
こ
と
は
控
え
た
い
。

で
は
、
次
に
書
誌
的
に
見
て
み
よ
う
。
寸
法

・
料
紙
を
比
較
し
て
み
る

と
、

（注
九
）

『
布
留
鏡
』
　
解
説
に
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明

『
蓬
左
』
　

一
一四

ｏ
七
Ｘ
一
五

◆
一　
斐
紙

『
見
ぬ
世
の
友
』
　

一
一四

◆
三
Ｘ
一
四

ｏ
八
　
雁
皮
質
の
斐
紙

『
徳
川
黎
明
會
所
蔵

・
藁
叢
』
　

一
一五

・
二
×
一
五

・
六
　
宿
紙

『
藁
叢
』
　

一
一五

・
Ｏ
Ｘ
一
五

・
三
　
　
料
紙
不
明

『藻
鏡
』
　

一
一四

・
二
Ｘ
一
二
・
七
　
　
斐
紙

『
鳳
鳳
菫
』
　

一
一五

・
Ｏ
Ｘ
八

◆
九
　
　
斐
紙

『藻
塩
草
』
　

一
一五

。
三
Ｘ
一
五

・
五
　
斐
紙

と
、
だ
い
た
い
縦
の
寸
法
は
同
じ
で
あ
る
。
横
が
異
な
る
の
は
、
切
断
さ

れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
料
紙
も
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
。

「宿
紙
」
と
あ

る
の
は
疑
問
だ
が
、
認
定
の
困
難
な
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

書
式
は
、

『布
留
鏡
』
　

一
面
九
行
　
和
歌
二
行
書
　
詞
書
二
字
下
り

『蓬
左
』
　

同
　
同
　
同

『見
ぬ
世
の
友
』
　

同
　
同
　
同

『徳
川
黎
明
會
所
蔵

・
藁
叢
』
　

同
　
同
　
詞
書
な
し

『藁
叢
』
　

同
　
同
　
同

『
藻
鏡
』
　

一
面
八
行
　
同
　
同

『
鳳
凰
壼
』
　

一
面
六
行
　
同
　
同

『藻
塩
草
』
　

同
　
同
　
詞
書
な
し

と
、　
一
面
の
行
数
以
外
は
同
じ
で
あ
る
。　
一
面
の
行
数
が
少
な
い
切
は
、

横
の
寸
法
も
短
い
の
で
、
切
断
さ
れ
た
と
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
本
来

の
形
は
、
寸
法
お
よ
そ
二
五
糎
ｘ
一
五
糎
、
書
式

一
面
九
行
和
歌
二
行
書

詞
書
二
字
下
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
筆
跡
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
こ
の
筆
者
の
最
も
特
徴
的
な
筆
法
は
、

或
る
仮
名
文
字
の
縦
画
を
非
常
に
長
く
伸
ば
し
、
し
か
も
逆
筆
で
入
る
こ

と
に
あ
る
。

『藻
鏡
』
七
行
日

『鳳
凰
奎
』
二
行
日
の
、

「
ね
」
文
字
の
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第

一
画
が
そ
う
な
っ
て
い
る
。

『布
留
鏡
』
四
、
六
、
九
行
日

『見
ぬ
世

の
友
』
五
、
九
行
日

『徳
川
黎
明
會
所
蔵

ｏ
藁
叢
』

一
、
五
行
日

『
藻
鏡
』

六
行
日

『鳳
目
菫
』

一
、
二
行
目

『藻
塩
草
』
五
行
日
の
、

「
き
」
文
字

の
第
二
画
が
そ
う
で
あ
る
。

『徳
川
黎
明
會
所
蔵

・
藁
叢
』
七
行
日

『藁

叢
』
六
、
七
行
日

『
藻
鏡
』
七
、
八
行
日

『
鳳
鳳
壼
』
四
、
五
、
六
行
日

『
藻
塩
草
』
三
、
八
行
日
の
、

「遣
」
を
字
母
と
す
る

「
け
」
文
字
の
第

二
画
も
そ
う
で
あ
る
。
ま
た

「人
」
の
第
二
画
を
丸
め
て
書
き
最
後
を
は

ね
る
と
こ
ろ
も
、
特
徴
が
あ
る
。

「人
」
字
は
、

『布
留
鏡
』
二
、
八
行

日

『見
ぬ
世
の
友
』
六
、
八
行
日

『徳
川
黎
明
會
所
蔵

・
藁
叢
』
六
行
日

『
藁
叢
』
八
行
日

『
鳳
凰
壼
』
五
行
日
に
見
い
出
せ
、
同
じ
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た

「乃
」
の
第

一
画
が
細
く
第
二
画
が
極
端
に
太
い
と
こ
ろ

も
特
徴
的
で
あ
る
。

『蓬
左
』
六
行
日

『徳
川
黎
明
會
所
蔵

・
藁
叢
』
四

行
日

『
藁
叢
』
九
行
日

『
藻
鏡
』

一
、
三
行
日

『藻
塩
草
』
三
、
四
、
六

行
日
に

「乃
」
字
は
見
い
出
せ
る
。
こ
れ
以
上
述
べ
な
い
が
、
他
に
も
様

々
な
点
で
筆
法

ｏ
字
形

ｏ
用
字
が

一
致
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
八
枚
の
切

は
同

一
筆
者
と
見
な
せ
そ
う
で
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
こ
の
八
枚
の
切
は
種
々
入
り
乱
れ
て
い
る
内
裏
切
の

な
か
で
も
、
ツ
レ
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
切
が
切

り
出
さ
れ
た
元
の
本
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
清
輔
本
諸
本
以
上
に
、
顕

昭
の
古
今
集
注
が
加
わ
っ
た
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
顕
昭
の
注
が
、

『
顕
昭
古
今
集
註
』
や

『
顕
註
密
勘
抄
』
で
今
日
知
る
こ
と
の
で
き
る
の

は
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

二
、
基
俊
本
と
の
関
わ
り

と
こ
ろ
で
先
ほ
ど
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、

『徳
川
黎
明
會
所
蔵

ｏ
藁
叢
』

に
興
味
深
い
書
き
入
れ
が
あ
る
。
墨
滅
歌

一
一
〇
六
と
四
九
〇
歌
の
間
に
、

基
俊
本
有
之
　
本
押
紙
書

と
あ
る
。
墨
滅
歌

一
一
〇
六
が
基
俊
本
に
有
り
、
元
は
押
紙
に
書
か
れ
て

い
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
実
際
、
古
今
集
本
文
の
校
合
の
と
こ
ろ
で
指

摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
歌
は
ノ
‥
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
蔵
黒
川
本
の

校
異
よ
り
知
れ
る
基
俊
本

（
以
後
黒
川
本
注
記
と
総
す
。
尚
、
基
俊
本
の

原
形
は
現
存
せ
ず
。
）
に
は
二
首
後
に
、
伝
後
醍
醐
天
皇
展
筆
志
香
須
賀

本

（
以
後
志
香
須
賀
本
と
総
す
）
に
は
同
じ
所
に
有
る
。
志
香
須
賀
本
も

基
俊
本
の
本
文
を
伝
え
て
い
る
本
で
あ
り
、
本
文
中
の
異
本
歌
は
す
べ
て

基
俊
本
に
存
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る

（注
十
）
．
黒
川
本
注
記
は
少
し

歌
順
が
異
な
る
が
、
こ
の
歌
は
基
俊
本
に
あ
っ
た
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ

う
。同
様
の
注
が

『藻
塩
草
』
に
あ
る
。
九
五
二
歌
の
脚
注
に
、

基
俊
本
／
タ
ツ
ネ
コ
サ
ラ
ム

と
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
第
五
句

「き
こ
え
き
る
へ
き
」
が
、
基
俊
本
で

は

「た
つ
ね
こ
さ
ら
む
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
黒
川
本

注
記
に
確
か
に
そ
う
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

『
徳
川
黎
明
會
所
蔵

◆
藁
叢
』

『藻
塩
草
』
の
注

が
事
実
で
あ
り
、
こ
の
切
の
元
の
本
は
基
俊
本
に
よ
っ
て
校
合
を
加
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
存
の
清
輔
本
諸
本
に
は
基
俊
本
の
校
合
は
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な
く
、
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

基
俊
本
に
よ
っ
て
校
合
を
加
え
た
も
の
と
い
う
観
点
で
、
再
び
内
裏
切

及
び
清
輔
本
古
今
和
歌
集
の
断
簡
を
見
直
し
て
み
る
と
、
は
た
し
て
他
に

も
関
連
の
あ
り
そ
う
な
断
簡
が
二
枚
あ
る
。
基
俊
本
の
校
合
の
存
す
る
伝

藤
原
清
輔
筆
四
半
切
と
し
て
、
久
曽
神
氏
の

『古
今
和
歌
集
成
立
論
　
研

究
編
』
三
八
、
二
九
頁

（
写
真
第
九
図
）
及
び

『同
　
資
料
編
上
』

一
八

頁

（写
真
第
二
九
図
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
断
簡
で
あ
る
。
内
裏
切
と
は

呼
ば
れ
て
お
ら
ず
、
久
曽
神
氏
も

「内
裏
切
な
ど
と
は
別
で
あ
る
。
」
と

さ
れ
て
い
る
。

一
枚
目

（写
真
第
九
図
）
は
、
仮
名
序
の
終
わ
り
に
近
い
部
分
の
切
で

あ
る
。

「
か
く
こ
の
た
ひ
あ
つ
め
ゑ
ら
は
れ
て
」
の
本
文
に
対
し

「
〈
以

上
欠
〉
イ
フ
．
コ
ノ
タ
ヒ
ア
ツ
メ
ラ
レ
テ
」
、
ま
た

「お
ほ
く
つ
も
り
」

の
本
文
に
対
し

「基
ゝ
ゝ
カ
ス
ツ
モ
リ
」
と
い
う
校
異
を
脚
注
に
持
つ
。

（但
し

「基
」
の
字
は
写
真
で
は
判
読
で
き
な
い
の
だ
が
、
久
曽
神
氏
の

翻
刻
に
従
っ
て
お
く
。
）
　

黒
川
本
注
記
と
比
べ
て
み
る
と
、
前
者
は
全

く

一
致
し
、
後
者
も
似
通
っ
て
い
る
。

二
枚
目

（写
真
第
二
九
図
）
は
幹
林
帖
所
載
、
巻

一
九

（
一
〇
五
九
―

一
〇
六
二
）
の
切
で
あ
る
。　
一
〇
六

一
歌
の
脚
注
に
、

「
心
コ
ソ
心
ヲ
ハ

カ
ル
心
／
ナ
レ
心
ノ
ア
タ
ハ
心
／
ナ
リ
ケ
リ
／
基
俊
本
在
之
／
押
紙
」
と

あ
る
。
こ
の
脚
注
の
歌
は
、
黒
川
本
注
記
に
は
な
い
が
、
志
香
須
賀
本
に

あ
る
。
黒
川
本
注
記
に
は
脱
し
て
い
る
が
、
こ
の
歌
は
基
俊
本
に
あ
っ
た

と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
二
枚
と
先
ほ
ど
の
内
裏
切
八
枚
は
、
は
た
し
て
同

一
の
も
の
だ
ろ

う
か
。
先
ほ
ど
の
内
裏
切
の
よ
う
に
清
輔
本
他
諸
本
に
な
い
顕
昭
注
が
あ

っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
二
枚
に
は
な
い
。
し
か

し
書
誌
的
に
比
較
し
て
み
る
と
、　
一
枚
目
は
二
五

◆
二
Ｘ
一
五

・
六
、　
一

面
九
行
書
、
二
枚
目
は
二
五

・
三
Ｘ
二
五

◆
五
、
和
歌
二
行
書

一
面
九
行

書
と
、
先
ほ
ど
の
内
裏
切
と

一
致
す
る
。
料
紙
は
、　
一
枚
目
は
久
曽
神
氏

が
ふ
れ
て
お
ら
れ
な
い
た
め
不
明
だ
が
、
二
枚
目
は

「鳥
子
の
素
紙
」
つ

ま
り
同
じ
く
斐
紙
で
あ
る
。
筆
跡
も
、
特
徴
的
だ
っ
た

「
け
」

「人
」

「

乃
」
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
点
で
似
て
い
る
の
で
、
同
筆
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。

『徳
川
黎
明
會
所
蔵

・
藁
叢
』

『
藻
塩
草
』
と
同
じ
く
基
俊
本

の
校
合
を
持
つ
こ
と
、
書
誌
的
に
、
ま
た
筆
跡
の
点
で
も

一
致
す
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
二
枚
も
ツ
レ
と
見
な
せ
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
で
、
つ
ご
う
十
枚
の
ツ
レ
が
判
明
し
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

『徳
川
黎
明
會
所
蔵

ｏ
藁
叢
』
で
は
、
本
文
中
に
墨
滅
歌

一
一
〇
六
が
取

り
込
ま
れ
て
い
て
、

「基
俊
本
有
之
　
本
押
紙
書
」
の
書
き
入
れ
が
次
の

歌
と
の
行
間
に
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
現
象
は
ど
う
説
明
で
き
る

だ
ろ
う
か
。

「
基
俊
本
有
之
　
本
押
紙
書
」
の
押
紙
が
ど
の
本
に
押
さ
れ

て
い
た
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
、

こ
の
本
の
祖
本
に
押
さ
れ
て
い
た
と
し
よ
う
。
そ
の
時
書
き
入
れ
の
解
釈

は
、
祖
本
に
は
基
俊
本
に
こ
の
歌
が
あ
る
と
押
紙
に
書
か
れ
て
い
た
の
だ

が
今
は
本
文
中
に
入
れ
る
、
と
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
切
の

切
り
出
さ
れ
た
元
の
本
は
、
基
俊
本
に
よ
っ
て
校
合
さ
れ
た
原
本
で
は
な

く
、
そ
の
転
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
は
、
基
俊
本
に
押
さ
れ
て

い
た
と
し
よ
う
。
す
る
と
書
き
入
れ
の
解
釈
は
、
基
俊
本
に
も
こ
の
歌
が
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あ
り
基
俊
本
で
は
押
紙
に
書
か
れ
て
い
た
、
と
な
る
だ
ろ
う
．
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
の
切
の
元
の
本
が
依
拠
し
た
本
に
既
に
墨
滅
歌
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
現
在
基
俊
本
以
外
に
は
こ
の
墨
滅
歌
を
持
つ
本
は
伝
わ
っ

て
い
な
い
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
本
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
可
能

性
と
し
て
は
、
後
者
の
方
が
大
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、
現
時
点

で
は
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
。

実
は
、
も
う

一
枚
仲
間
に
加
え
た
い
切
が
あ
る
。

『山
内
飽
霜
軒
旧
蔵

品
並
某
家
所
蔵
品

ｏ
名
古
屋
　
昭
和
十
年
二
月
』
の
売
り
立
て
目
録
に
見

え
る
内
裏
切
で
あ
る
。
巻
五
秋
下

（
二
六
九
―
二
七
〇
詞
書
）
の
断
簡
で
、

二
六
九
歌
の
頭
部
脚
部
に
注
が
あ
る
。
こ
こ
は
現
存
の
清
輔
本
諸
本
が
注

を
持
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
お
そ
ら
く
顕
昭
の
注
を
加
え
た
と
思
わ
れ

る
の
だ
が
、
あ
ま
り
に
写
真
が
小
さ
す
ぎ
て
判
読
で
き
な
い
。
か
ろ
う
じ

て
読
め
る
の
は
、
脚
注
の
初
め
の
二
行
だ
け
で
あ
る
。

「
ヒ
サ
カ
タ
ノ
ク

モ
ノ
ウ
ヘ
ト
ハ
大
内
ナ
リ
」
と
読
め
、
確
か
に

『
顕
註
密
勘
抄
』
に

「久

方
雲
上
と
は
、
大
内
也
」
と
あ
る
。
書
式
は
、
和
歌
二
行
書

一
面
八
行
で

あ
る
。　
一
面
八
行
な
の
が
気
に
な
る
が
、
筆
跡
は
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
．

し
か
し
な
に
ぶ
ん
決
め
手
が
少
な
い
の
で
、
今
は
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た

い
。

お

わ
り

に

先
ず
頭
注
脚
注
を
手
が
か
り
に
し
て
、
混
乱
し
た
状
態
の
内
裏
切
の
中

か
ら

一
連
の
ツ
レ
を
見
つ
け
出
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
顕
昭
の
加
注
校
定
が

加
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
現
存
の
顕
昭
本
以
上
に
、
顕
昭
の
注

が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
、

『徳
川
黎
明
會
所
蔵

・
藁
叢
』

『藻
塩
草
』
の
切
の
興
味
深
い
校
合

「
基
俊
本
云
々
」
を
手
が
か
り
に
も

う
二
枚
の
ツ
レ
が
見
つ
か
っ
た
ｏ

と
こ
ろ
で
、

『古
今
和
歌
集
成
立
論
　
研
究
篇
』

（九
五
頁
）
に
、
顕

昭
本
の
項
で
、

「中
原
光
義
の
古
本
古
今
和
歌
集
考
に
よ
れ
ば
、
光
義
は

慶
長
抄
本
を
も
所
持
し
て
あ
た
よ
し
で
あ
る
。
そ
れ
は
保
元
二
年
本
を
底

本
と
し
、
基
俊
本
で
校
合
し
、
更
に
顕
昭
の
加
注
も
存
し
た
。
光
義
の
所

持
し
て
ゐ
た
鎌
倉
古
抄
本
は
、
前
述
の
如
く
穂
久
迩
文
庫
に
伝
存
す
る
が
、

慶
長
抄
本
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
」
と
、
所
在
不
明
の
慶
長
抄
本
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
考
察
で
お
ぼ
ろ
げ
な
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た

本
は
、
も
し
や
そ
の
慶
長
抄
本
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と

思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
な
に
ぶ
ん
私
が
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
僅
か
、
内
裏
切
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
と
清
輔
本
古
今
和
歌
集
の
断
簡
併
せ
て
三
十
枚
足
ら

ず
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
ツ
レ
と
判
定
で
き
た
の
は
十
枚
に
す
ぎ
な
い
。
世

に
は
ま
だ
、
出
版
さ
れ
て
い
な
い
た
め
見
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、

公
開
さ
れ
て
い
な
い
内
裏
切
及
び
清
輔
本
古
今
和
歌
集
断
簡
が
、
多
く
残

っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
も
同
様
の
方
法
で
調
査
し
て
行
け
ば
、

も
っ
と
ツ
レ
が
見
つ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
今
お
ぼ
ろ
げ
に
推

定
し
て
い
る
清
輔
本
の
姿
が
、
更
に
鮮
明
に
見
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
誰
が
い
つ
ご
ろ
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
本
を
作
っ
た
か
、
と
い
う

疑
間
に
も
あ
る
い
は
答
え
が
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
書
風
は
鎌
倉
時
代
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を
下
ら
な
い
と
見
え
る
の
で
、
顕
昭
自
身
で
は
な
い
に
し
て
も
そ
の
頃
ま

で
の
六
条
家
の
誰
か
で
あ
ろ
う
と
は
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
今
の
段
階
で
は

推
定
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
残
り
の
内
裏
切
と
清
輔
本
諸
本
と
の
関

係
も
含
め
て
、
そ
の
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（注

一
）
　

久
曽
神
昇

　

『
古
今
和
歌
集
成
立
論
　
研
究
篇
』

（
昭
和

三
十
六
年
　
風
間
書
房
）
　

九

一
頁

（注
二
）
　

山
岸
徳
平

　

「
家
長
本
古
今
和
歌
集
」
　

『実
践
女
子
大

紀
要
』
第
五
集
　
昭
和
三
十
二
年
九
月

（注
三
）
　

古
筆
手
鑑
大
成
第

一
巻

『鳳
凰
壼

（徳
川
美
術
館
蔵
）
』

他

　

『
古
筆
手
鑑
大
成
』

編
集
委
員
会
編
　
昭
和
五
十
八
年

刊
　
角
川
書
店

（注
四
）
　

『昭
和
新
修
日
本
古
筆
名
葉
集
』
　

吉
沢
義
則
編
　
昭
和

二
七
年
八
月
刊
　
自
水
社

（注
五
）
　

（注

一
）
に
同
じ
．

（注
六
）
　

『布
留
鏡
』
　

古
筆
了
任
編
　
大
正
十
四
年
十
月
２
昭
和

二
年
二
月
刊
　
布
留
鏡
社

（昭
和
三
年
に

一
括
再
刊
）

『蓬
左
』
　

徳
川
黎
明
會
叢
書

・
古
筆
手
鑑
篇
二
　
徳
川

黎
明
會
編
　
昭
和
六

一
年
二
月
刊
　
思
文
閣
出
版

『見
ぬ
世
の
友
』
　

是
沢
恭
三
編

◆
別
冊
解
説
　
昭
和
四

十
八
年
二
月
刊
　
平
凡
社

『藁
叢
』
　

徳
川
黎
明
會
叢
書

・
古
筆
手
鑑
篇
三
　
徳
川

黎
明
會
編
　
昭
和
六

一
年
八
月
刊
　
思
文
閣
出
版

『藁
叢
』
　

河
野
記
念
館
所
蔵

『藻
鏡
』
　

バ
‥
ク

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
手
鑑

『鳳
鳳
壺
』

（注
三
）
に
同
じ
。

『国
宝
手
鑑
藻
塩
草
』
　

一示
都
国
立
博
物
館
編
　
昭
和
四

十
四
年
　
淡
交
社
。
ま
た
は

『
藻
塩
草
』
　

古
筆
手
鑑
大
成

第
四
巻
　
昭
和
六
十
年
刊
　
角
川
書
店

な
お
、
出
版
さ
れ
て
い
な
い
手
鑑
の
切
は
最
後
に
写
真
を

掲
載
す
る
。

（注
六
）
　

『顕
昭
古
今
集
註
』

ｏ
『顕
註
密
勘
抄
』
の
本
文
は
、

『

日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
四

ｏ
五
　
昭
和
五
五
、
五
六
年
　
風

間
書
房

（注
七
）
　

『古
今
集
校
本
』
　

西
下
経

一
・
滝
沢
貞
夫
編
　
昭
和

五
二
年
　
笠
問
書
院

（注
八
）
　

『藻
鏡
』

『藁
叢
』
以
外
は
各
手
鑑
の
解
説
に
よ
っ
た
。

（注
九
）
　

（注

一
）
三
四
頁

（本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

-12-



―曽―

『
藻
鏡
』
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン

『
藁
叢
』
河
野
記
念
館
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web公開に際し、画像は省略しました




